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★黒崎地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティづくり「３世代交流を大切にする地域にするために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
意見・ 

情報交換 

昔遊びなどをとおして幼稚園児や小学生とシニア世代の交流機会をつくりましょう。 

世代ごとの価値観の違いやニーズを把握するため、パパ・ママ世代とシニア世代との意見交

換の場をつくりましょう。 

中間期 若返り 

すべての世代が参加できる地域のイベントを企画・実施しましょう。 

行事にかかわる役員を若い世代に担ってもらい、地域住民でサポートをしながら地域活動の

担い手を育てましょう。 

終了期 

リーダーの

育成・拠点

づくり 

子ども世代から地域活動の大切さを学べるよう、黒崎小学校と連携した地域活動を拡充しま

しょう。 

三世代が気軽に集まり、交流できる場所を確保しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐E・F・G 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅲ‐②‐N ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

地域のつながり意識が強く、活発に地域活動を実施している一方で、若い世代の地域参加が少なく、

活動の中心はシニア世代となっています。次世代にこうした活動がつなげられるかが課題となって

います。 

黒崎バイパス沿いを中心に商業施設が多くあり利

便性がよい。 

幼稚園や小学校、診療所や医院も多く、子どもや

高齢者にも住みやすい。 

バイパスの清掃活動や立哨、自主防災活動など住

民活動が活発な地域。         …など 

活動・イベント 

幼・小運動会を地区の運動会として開催、黒崎バイパスの花壇づくり 

歴史・文化 

塩釜神社、八幡さんのおごく、黒崎っ子花祭り、金光山ミニ八十八か所、こども神輿 

人とのつながり 

安全パトロール隊による登下校時の見守り、友愛訪問、自治振興会が活発 

生活環境 

交通の便が良い、商業施設や医療施設が充実              …などなど 

黒
崎
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

黒崎地区の地域課題 

充実した生活環境 
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大項目：高齢者の見守り・介護「地域が見守る、ふれあいネットワーク」 

 ●現状と課題 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
連 携 

把 握 

ひとりぐらし高齢者世帯の安否確認ができるように、民生委員や老人クラブ、近隣住民が連

携して週 1回訪問できる体制をつくりましょう。 

ひとりぐらし高齢者へのお弁当の配布を定期的に行い、健康状態や困りごと等を地域で把握

できるようにしましょう。 

中間期 安否確認 

自治会や町内会などで各家庭を訪問する際に、ひとりぐらしの高齢者の様子を確認できるよ

うな取組みを考案しましょう。 

地域に安全・安心啓発パトロール隊を発足し、孤独死防止に向けた見回りをしましょう。 

いきいきサロンを充実し、高齢者が顔を出しやすい活動をしましょう。 

終了期 
困りごと

支 援 

有償ボランティアを利用してひとりぐらし高齢者の困りごとを解決できるような仕組みをつ

くりましょう。 

近隣住民が乗り合わせて買い物ができるような支援について考案しましょう。 

 〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐H・I 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐K・L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐N ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

家族のサポートが受けられないひとりぐらし高齢者や高齢者のみの世帯が増えてきており、孤独死

のリスク回避や買い物・ゴミ出し・移動などの支援を地域で取組む必要があります。 

大項目：防犯・防災「地域を救う、住民の絆」 

 ●現状と課題 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 

周 知 

情報収集

把 握 

地域で行っている防災・防犯活動を多くの住民に知ってもらうよう周知に努めましょう。 

地域住民の共助への意識を向上させるため、地域の行事やイベントを通じて顔見知りをたく

さんつくり、防犯・防災活動への参加も呼びかけましょう。 

危険箇所の情報を収集しましょう。 

地域の避難行動要支援者を地域で把握しましょう。 

中間期 
つながり

の強化 

災害や防犯用の住民ネットワークをつくりましょう。 

地域の役員会を定期的に開催し各町内会のつながりを強化しましょう。 

災害時に頼りにできる地域のリーダーを見つけ、育成しましょう。 

社協や自主防災会と合同で防災訓練を実施しましょう。 

終了期 改 善 
町内会単位でのミニ定例会等を開催し、自治会間に格差が生じないよう防犯・防災活動の見

直しをしていきましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐B・C 地域福祉コミュニティの活性化 Ⅲ‐①‐K・L・M 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅰ‐②‐E 交流の場づくり、機会づくり Ⅲ‐②‐O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

安全パトロール運動や防災訓練等を行い、地域で防犯・防災に取り組んでいますが、災害時の避難

体制をより強化するために、災害に対応したネットワークを地域でつくる必要があります。 


